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1980 年をむ か え て ) 

全国科学博物館協議会理事長 i 
福田繁 f

< 80年代を迎えるにあたって， 70年代のいろいろ ではアジア地域内における国際交流， 国際協力の 3 
} の出来事を振りかえって，その反省の上11:立って 問題や民俗資料の蒐集， 管理， 保存の問題なども <

3 乙れからのととを考えるととが必要ではないかと 討議されました。
< 思う。 アジアには沢山の国があり， それぞれ特有の文 } 

; 全科協加盟の館園の方々はそれぞれの館園の仕 化と伝統を持っているから ， いままでは他国のこ t 

t 事に精一杯努力を続けて乙られ，全科協もまた皆 とには関心が薄かった傾向が見られますが， 将来 >

t さんの御協力によって， 研修事業や学芸員資格取 は他国の文化や伝統， 制度までを知悉する必要が i 
> 得講習などを実施してきたほか，特別展の開催ゃ ある ということが痛感さ孔ます。 <
1 資料の貸借などにもできるだけ相互援助を行って このために博物館相互間の交流をよりーそう積 1 
f 成果をあげてきました。 極的lζ深める必要があると思います。日本の博物 1 
; 一方最近は博物館ブームといわれるほど沢山の 館は現状からみて先進諸国同していると恩われ j 
{ 博物館ができ ， 現在も建設中のものもあります。 ているので東南ア ジア諸国のなかには日本の援助

( 1， 600 館を越えるほどの博物館を持つ国はそんな を期待する声も少なくありません。 く

> 11:ざ ら にはないと思います。 しかし， 乙のように ICOM 日本委員会では昨年来日本の博物館を t 

i 発展してきた日本の博物館の実情は欧米はもちろ 世界に紹介することが肝要なことと考えて， 英文 ? 
? ん東南アジアの人々にもあまりよ く知 られており 版の「日本の博物館」の編集に着手して， 今年出 1 
? ません。 いままで 日本の博物館が国際的な舞台に 版の予定です。主要博物館 240 館を各分野から選 : 

i 進出する乙とが少なかったからだと思います。 んでやっていますが，わが国の博物館界が乙のよ i 
t 昨年12月 10 日から 15 日 までタイ国で第 2 回のア うな企画に対して極めて関心が乏しいことはいさ t 
> ジア地域博物館館長会議が開催されま した。乙の さか残念に思っています。 (

< 会議では ICOM Asia Agency の事業に関する 全科協加盟の館園の皆さんにおかれても80年代 ? 
イ 一般方針を定める乙とと新たに Agency K設置 に入っていよいよ館園の発展と，できる限り国際 1 
? された Governing Boad (管理委員会) のメン 交流事業時力を傾けて頂きたいと思います。 <
j パーを選ぶ乙とが主な目的で した。 もちろん会議 皆さんの御健勝と御多幸を心から祈ります。 )
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【新しい展示】

キャプテンシステム

キャプテシシステムは ， 文字図形情報ネットワークシ

ステム (Character And Pattern Telephone Access 

Information Network System) の略称である。

情報化社会といわれる現代にあって，私たちの周囲IL

は無限ともいえるさまざまな情報が氾濫している。例え

ば， ニュース， 天気予報，旅行案内， 買物情報などの身

近な例をとってみても ， テ ν ピ ， ラジオ，新聞，雑誌な

どを通して毎日ひんぱんに私たちの周囲に流されてい

る 。 しかしいざ「旅に出たいJ í催物を見たい」と思っ

たとき ， 必要な情報がどζ にあるか， そ乙から始めなけ

ればならない。雑誌や本を探す， 新聞， テレビに気を配

る ， 図書館に足を運ぶなど， いろいろ方法が考えられる

が，すぐ必要な情報を得ょうとしても，知る方法にとま

どったり ， また意外に時間と費用がかかるものである。

必要な情報が‘ひとつの決まった方法'で， ‘居なが

らにして.ミ直ちKH また、安価にH 得られる方法が

あれば， 乙れほど便利な ζ とはない。 乙の条件を満たす

情報システムが， コシビュータと電気通信の急速な進歩

によって， いまや現実のものになろうとしている。郵政

省と氾電公社とキャプテシ開発研究所が協力 して開発を

行ってきたキャプテシシステムは， ζ の、夢の情報メデ

ィア'の画期的な第一歩なのである。

キャプテンシステムは， どとの家庭にもある電話とテ

レビlCアダプターを取り付けるだけで利用できる(キャ

プテン実験システムの構成図参照〉。

まず電話機でセンター呼出番号 179 番を呼び出し， 次

I乙センターに接続した乙とを知らせる音が聞ζえたら ，

'i'U話回線を電話機からアダプターに切り替える。乙れだ

キャプテン実験システムの権成

電気通信科学鎗

けの操作ができれば， あとは情報を選ぶだけである。セ

ジターへの情報要求はキーパッドで行う。情報の要求方

法には 2 つある。ひとつは， 画面に表示された目次の中

から項目を順次選択しながら必要な情報を得る方法，も

うひとつは， 情報索引簿から直接必要な情報のページ番

号を調べ，指定する ζ とによって情報を得る方法であ

る。 キーパッドは， 単に情報を要求する機能だけでな

く，前の画面に戻るとか要求の取消など， センタ ーに種

々の指示を行う機能をもっている。

乙のキャプテンシステムの実験は，東京23区内約1， 000

の電話加入者の方をモニターにして，昭和54年12月 25 日

から昭和55年度末まで行われる。

提供される情報は，今回の実験では，次の情報が約10

万ページ用意されている。

1 ニュース ， 天気予報

2 広報 ・ おしらせ

3 . 健康 ・ 美容 ・ 生産 ・ 育児

4 . ショッピ ング ・ リ ース

5 . 料理 ・ あじ

6. すまい(不動産)

7. くらしの経済 ・ 法律

8 くらしの知識あれζれ

9 教育 ・ 学習 ・ 教養

10. スポー ツ

11. 娯楽 ・ 趣味

12. 旅行 ・ 観光

13. 専門情報

14. Infomation In English 

休館日 月曜日、祝日，年末年始
逓信総合博物館 03・270弧1
休館日 月曜日，年末年始

電気通信科学館 田-241-80関

休館日 月曜日、年末年始
天文博物館五島方押リウ(:， 407-7仰
休館日 月曜日、年末年始

天理ギ令ラリー 03・292・7025

プリン ト された情 報
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乙の中の 9. 教育 ・ 学習 ・ 教養の中lC博物館という項

目があり ， 東京の博物館， 埼玉の博物館，千葉の博物

館，神奈川の博物館をアイクエオ}I闘で呼び出し， その館

の氾話番号， 休館 日 をスクローノレ表示(情報が画面の下

から一定速度で上へ移動しながら表示される)で見ると

とができる。又，自分の見たい画面で止め， 必要な情報

をプ Y ントにして持って帰る乙ともできる。その他， 当

館ではミマイコ ジ ・ ベーシ ック入F9N , 、マイコン ・ ア

プリクーションプログラム N 号電子工作'の情報を提

供しており，テレコムクラブの人たちゃ一般来館者にそ

の場で自学自習していただけるように， テレコムクラブ

の部屋IC 1 台，一般利用者のために 1 階に 1 台展示して 博物館では，今のと乙ろ ， 当電気通信科学館と逓信総合

ある。 博物館で行っている。新しい画期的な情報システムをぜ

乙のキャプテンシステムのデモジス ト レーショジは ， ひお試しいただきたい。(岡本克子)

会員館園の紹介

北九州市立児童文化センター

概 要

幼児及び小 ・ 中学校の児童生徒に対して，児童文化の

向上並びに科学教育の振興を図ることを目的としてつく

られたもので， 各プログラムを泊じて， 情操のかん養，

生活指導，子どもの自発的活動を促し，心身ともに健全

なí'j"少年を育成する 。

特lC，宇宙科学館は， 学校教育， 社会教育の両面にお

ける天文学習の場として活用され， 20m ドームに装置さ

れた回転架台式プラヰ、タリクム，大型太陽系遂行儀， ビ

デオシステム組込みの太陽望遠鏡は，いずれも西日本ー

の規模と内容を誇っている。

規模

1. 敷地 1, 905m' 桃園公園

2 建物延べ床面積 3， 695m'

旧館 537m' 軽量鉄骨平屋

活動する太陽を見ょう(太陽望遠鏡〉

太陽黒点とプロミネソス， スペクトノレが見られます。

新館 1, 099m' 鉄筋ゴジク 3 ート 2 階建

宇宙科学館 2, 059m' 鉄筋コソクリ ート 3 階建

開館時間，休館日

開館時間 9 時00分-17時30分

プラネタリクム投映時間(45分) 11時， 13時30分， 15時

休館日 第 1 ・ 3 ・ 5 日曜日，第 2 ・ 4 日限日の翌日 ，

祝 日， 年末年始

料金 (宇宙科学館のみ有料)

大人 100円，中 ・ 高生一70円，小学生一50円

団体割引 30名以上 1割引 ， 50名以上 2割引

老人， 身障者は手帳lとより付添 1名まで免除

事業

各プログラムにしたがって， 科学 ・ 文化の諸活動，プ

ラネタ Y クムを利用した天体学習，各積講座， 教室及び

クラブ活動に参加することができる。又， 公園の「わん

ぱく広場」を利用するととによって「智 ・ 徳 ・ 体」の三

位一体の総合的プログラムが展開され， 学校単位， 家族

単位で一日ゆっくりとした利用が可能である。

1. 科学教育振興

プラネタリクム投映(開館毎日)， 天文講座， 天文観

測会， 採集観察会(植物， 岩石， 昆虫) ， ファミリ ー ・

サイエジス，プラネタリクムの夕べ， 親子の星の会，

婦人の天文， 無線 (J A 6 yxy) ， 科学の各クラブ， 児

童文化教室(科学の部)，各種展示会

2 児翠文化向上

乙どもまつり ， 模型工作教室(船， 飛行機， 凧)，乙

ども映画会，児童文化教室，世界のおはなし会， 巡回

指導(乙じか号)，指導者研修会， 児童文化講座， 卓球

クラブ，春休み小中学校卓球大会
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おもな展示物

2 階大型太陽系運行儀(直径 8 m) . 太陽の動き ・ 影の

動き，地球 ・ 月のみちかけ，世界はいま何時， 日 ・ 月

食はなぜおこる。

3 階 活動する太陽を見ょう，今月の空，各種天体望遠鏡

階段壁 宇宙想像図， スカ イ ラプ模型

屋外 日時計，太陽と時計の塔. D51蒸気機関車

おもな部屋

ドーム (450人). 3 階展示ロビー， 調整室 2 階展示

室とロビー，事務放送室， 電気機械室，金工作室， 図書

室， 視聴覚室，事務室，スポーツ室，工作室，展示ロビ

ー，科学実験室， 学習室， 車庫(シリクス号，こじか号)

所在地 ~805 北九州市八幡東区桃園 3 丁目 1 - 5

電話 (093) 671-4566 (代)

ス

お 知 り せ

実物の自動車を 1 台寄贈したいという申し出がありま

す。車種はスパルスポーツタイプ (1968年製〕で，カッ

トや分解などせず，科学技術的資料として保存して欲し

いという寄贈者の意向です。

詳細については ， 事務局へお問い合わせください。

会員館閣の消息

新入会

O北九州市立児童文化センター

<w805 福岡県北九州市八幡東区桃園 3 -1 ー 5

0瑞浪市化石博物館

~509-61 1岐阜県瑞浪市明世町 山野内 1 -13

[ifi] 
TOKYO 

株式会社 東京ス タ
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